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関係各位
2017 年 2月吉日
名古屋市博物館

特別展『よみがえれ！シーボルトの日本博物館』
開催のごあんない

19世紀、アジアのさい果ての国｢ニッポン｣に憧れ、オランダ商館の医師としてやって来たドイツ人
シーボルト。二度の来日で熱心に博物学的な収集をおこない、日本の自然や生活文化を中心とした
膨大な数の物品を持ち帰りました。彼はこれらを駆使して、ヨーロッパに日本を紹介するための展
覧会をたびたび開きましたが、それは万国博覧会やジャポニスムの流行の先駆けとなる活動でした。
この｢日本博物館｣の実現に生涯をかけた彼の没後150年を記念し、厳選した約300点の品々がドイツ
から里帰りしました。シーボルトが魅せられ、またヨーロッパの人々に見せようとした｢ニッポン｣
の姿にせまります。

◆展覧会名：よみがえれ！シーボルトの日本博物館
◆会　　期：2017 年 4月 22日（土）～ 6月 11 日（日）
◆開館時間：9時 30 分―17 時（入場は 16 時 30 分まで）

）館開別特は）月（日1月5、しだた（日曜火4第・日曜月： 日  館  休◆
　4/24（月），/25（火），5/8（月），/15（月），/22（月），/23（火），/29（月），6/5（月）
◆会　　場：名古屋市博物館 　( 所在地 : 名古屋市瑞穂区瑞穂通一丁目 27-1)

円）003（005生中小　円）007（009生大高　円）001,1（003,1般一： 料  覧  観◆
　　　※（　）内は前売りおよび 20 名以上の団体料金。

　　　※前売券は 4月 21日（金）まで、名古屋市博物館、主要プレイガイド、主なコンビニエンス

　　　　ストア、チケットぴあ（Pコード：768-177）、ローソン・ミニストップのローソンチケット

　　　　（Lコード：41315）などで販売。

　　　※名古屋市交通局の一日乗車券・ドニチエコきっぷを利用してご来館の方は 100 円割引。

　　　※身体等に障害のある方は手帳の提示により、本人と介護者 2人まで当日料金の半額。

　　　※各種割引は重複してご利用いただくことはできません。ご了承ください。

◆主　　催：名古屋市博物館、毎日新聞社、日本経済新聞社、テレビ愛知、
　                     人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館、朝日新聞社

◆協　　力：全日本空輸、名古屋市東山動植物園
◆後　　援：日本赤十字社

詳細は公式ウェブサイトにてご案内。　http://www.siebold-150.jp/
〈本展覧会に関するお問い合わせ〉
名古屋市博物館
〒467-0806 名古屋市瑞穂区瑞穂通一丁目 27-1　TEL : 052-853-2655　FAX : 052-853-3636
e-mail : ncm-gaku@juno.ocn.ne.jp　web : http://www.museum.city.nagoya.jp/
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◆特別協力：ミュンヘン五大陸博物館、ブランデンシュタイン＝ツェッペリン家



◆本展の特色

★ 見どころ１　江戸時代の日本のタイムカプセル
　シーボルトは日本という国と民族に対して、同じ人間としての対等な興味と観察眼を向けました。

外国人に多くみられた美術品趣味には偏らず、生活用具に至るまでのありとあらゆる分野にわたり
ました。今回の展示資料はいずれも、時の経過を感じさせないような保存状態の非常に良い品々
ばかりです。それは、さながら「江戸時代の生活のタイムカプセル｣とも呼ぶべき貴重なものです。

★ 見どころ２　シーボルトがおこなった｢日本博物館｣の復元
　シーボルトがヨーロッパ各地で開催した展覧会、｢日本博物館｣。その様子がこのたび研究で明
らかになりました。その成果をもとに、外国人シーボルトが、彼が感じ取った｢ニッポン｣の姿を、
物をどう組み合わせることでヨーロッパの人々に紹介したのか、再現的にお見せします。

★ 見どころ３　子どもと大人が共に楽しめる解説｢シーボルトの動植物園｣
　シーボルトは日本滞在中に動植物に強い関心を抱いていました。その著作は精密な学術性と動
植物の美しい彩色画で高く評価され、彼の代表作として知られています。そこで本展では、展示
資料を解説する大人用説明板とは別に、展示資料にさまざまなかたち・技法で表現された動植物
を中心に鑑賞する｢シーボルトの動植物園｣という子ども用解説板を設置しました。子どもと大人
が、博物学者シーボルトになった気分で一緒に歩きながら展示を楽しめるよう企画したものです。

■展示担当者情報
名古屋市博物館学芸課　（担当：学芸員　加藤和俊）

0048-358-250 )F(   5562-358-250 )T(： XAF&LET pj.en.nco.onuj@ukag-mcn： 
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日本植物誌（図版） オタクサ（あじさい）
(ブランデンシュタイン＝ツェッペリン家蔵)
©Brandenstein-Zeppelin Family Archives(SAB)

花鳥図衝立(ミュンヘン五大陸博物館蔵)
©Museum Fünf Kontinente, Munich(MFK)

E-MAIL



◆関連イベント

   ① 記念講演会　《シーボルト収集の漆工芸品と日本博物館》
　　講師：日高薫 氏 （国立歴史民俗博物館 教授・本展監修者）

◇日時：4月22日（土）　13時30分～（13時開場）
◇会場：名古屋市博物館地下 1階　講堂
◇聴講無料・先着 220 名
※聴講には本展チケットが必要です（観覧済み半券も可）。

※当日午前9時30分より、聴講整理券を展覧会場入口で先着順に配布します（1名様1枚限り）。
        （2017年度から、整理券の配布方法が変わりました。ご注意ください。）

   ② 展示説明会
◇日程・テーマ
　第1回：4月29日（土・祝）　「シーボルトが見せたかったニッポン」
　第2回：5月 6日（土）　　　   こども説明会「シーボルトの動植物園」
◇講師：名古屋市博物館学芸員
◇時間：13 時30分～（13時開場）
◇会場：名古屋市博物館 1階　展示説明室
◇聴講無料・先着100名

   ③ シーボルト講座《シーボルトの植物収集と伊藤圭介》

   ④ 常設展示室　関連展示《シーボルトの弟子･伊藤圭介》
◇期間：4月11日(火)～6月25日(日)
◇会場：名古屋市博物館  2階　常設展示室（常設展観覧料が必要です）
※シーボルト展観覧券でもご覧いただけます。
（シーボルト展会期中１回のみ）
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◇講師：名古屋市博物館学芸員
◇時間：13 時30分～（13時開場）
◇会場：名古屋市博物館 1階　展示説明室
◇聴講無料・先着 100 名

◇日時：5月20日（土）　13時30分～（13時開場）

魚形蓋物(鰹)(ミュンヘン五大陸博物館蔵)
©Museum Fünf Kontinente, Munich(MFK)

シーボルト肖像
(ブランデンシュタイン＝ツェッペリン家蔵)
©Brandenstein-Zeppelin Family Archives(SAB)

※手話通訳・要約筆記などによるサポートをご希望の方は、当日の2週間前までに名古屋市博物館までご相談ください。

※手話通訳・要約筆記などによるサポートをご希望の方は、当日の2週間前までに名古屋市博物館までご相談ください。

※手話通訳・要約筆記などによるサポートをご希望の方は、当日の2週間前までに名古屋市博物館までご相談ください。



名古屋市博物館 学芸課 名古屋市瑞穂区瑞穂通1-27-1 E-mail : ncm-gaku@juno.ocn.ne.jp

名古屋市博物館特別展

Fax 052-853-8400　名古屋市博物館　特別展『よみがえれ！シーボルトの日本博物館』広報事務局宛

広報用　作品画像・読者プレゼントチケット　申請書

広報用画像の使用は、特別展「よみがえれ！シーボルトの日本博物館」を紹介する場合に限ります。
展覧会終了後の広報用画像の使用、および二次利用はお断りします。
広報用画像を紹介する場合は、展覧会名・会期・会場・作品名・画像クレジット等を必ず記載してください。
広報用画像のトリミング、変形、部分使用、文字のせを行う場合は事前に当館までお問い合わせの上、承諾が必要となります。
掲載記事につきましては、原稿および校正稿にて内容の確認をさせていただきますので、下記のお問合せ先までお送りください。

貴社についてお知らせください
媒体名

所属部署

FAX

作品画像を1点以上掲載し、本展をご紹介いただける場合、
読者向けチケット（5組 10名様分まで）を提供します。

□希望する　  　組　　名分
□希望しない

★希望される画像の□に✓を入れてください。

ご掲載・放映の予定日が決まっておりましたらお知らせください。

貴社名

ご担当者名

ご住所

TEL

E-mail

年　　月　　日
【個人情報の取扱いについて】
ご記入いただきました個人情報は、名古屋市博物館より本展覧会に関する情報発信や連絡などが必要な場合にのみ使用します。許可なく第三者に開示することはありません。

※掲載媒体を1部納本ください。原則として掲載紙・誌が博物館に到着し、確認させていただいてから発送いたします。
     Web媒体の場合は、公開開始時に掲載ページのURLをお知らせください。確認のうえ発送いたします。

※資料名など写真のキャプションは記載のとおりに表記してください（改行は適宜行って構いません）

お問い合わせ先

１□ ２□ ３□ ４□ ５□

６□ ７□ ８□ ９□

2017 年 4 月 22日（土） ～　6 月 11日（日）

10 □
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《よみがえれ！シーボルトの日本博物館》

シーボルト肖像(ブランデンシュタイン＝
ツェッペリン家蔵) ©Brandenstein-Zeppelin 
Family Archives(SAB)

【WEB掲載不可】

花鳥図衝立(ミュンヘン五大陸博物館
蔵) ©Museum Fünf Kontinente, 
Munich(MFK)

花鳥螺鈿シガレット箱(ミュンヘン五大
陸博物館蔵) ©Museum Fünf 
Kontinente, Munich(MFK)

魚形蓋物(鰹)(ミュンヘン五大陸博物
館蔵) ©Museum Fünf Kontinente, 
Munich(MFK)

四季草花蝶鳥扇散文蒔絵提重(ミュン
ヘン五大陸博物館蔵) ©Museum 
Fünf Kontinente, Munich(MFK)

赤絵染付諫鼓 鶏香炉(ミュンヘン五大
陸博物館蔵)©Museum Fünf 
Kontinente, Munich(MFK)

鉄線蒔絵燈籠形弁当箱(ミュンヘン五
大陸博物館蔵)©Museum Fünf 
Kontinente, Munich(MFK)

日本からの公開状(部分)シーボルトと
息子アレクサンダー(ミュンヘン五大陸
博物館蔵)©Museum Fünf 
Kontinente, Munich(MFK)　

鳴滝の家屋模型(ミュンヘン五大陸博
物館蔵)©Museum Fünf Kontinente, 
Munich(MFK)

本展フライヤーイメージ

Tel 052-853-2655 / Fax 052-853-8400■ 広報担当  藤井・三浦




